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塩田川における魚の大量死の事例について  

工藤 幸子で福田 芳生警藤代 良彦警大井  清※  

（調査報告）  

Ⅰ は   じ   め   に  

河川における魚の大量死の事例についてはしばしば新  

聞等で報道されているが，千葉県においてもこの種の事  

例は比較的多い。その原因として水質汚濁，酸素欠乏，  

環境の急変などが考えられるが，イナなどのような経済  

的価値の少をい魚の死亡事例が多いためか，従来から野  

′■外での魚の大量死の原因についての調査幸鋸吾は充分なさ  

れていをい。  

1977年3月に千葉県の東海岸，太平洋へ注ぐ塩［別】lで，  

イナ，ハゼ等の魚の大量死の事例が発生した。この原因  

を究明すべく調査を行ったので報告する。  

Ⅰ 手 例 の 状 況  

」
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1．事例の発端と状況  

この事例は夷隅川浄化対策協議会の水質モニターであ  

る一住民が3日7日12時噴，塩田川川口附近で魚が浮い  

ているのを発見し，大原町役場に届けたことに始まった。   

魚の死亡範囲は塩田川川口の一路橋とその上流約130  

m付近までの間であった。死魚はイナ，ハゼが大部分で，  

カニをども認められ，死亡総数は約3万匹と推定された。  

死亡発見当時，死魚の他に弱った状態で浮上している焦  

が多数言忍められた。そして夕刻にをって海水が川へ入る  

に及び，浮上した魚も蘇生し，翌8日朝には以前の状態  

に戻り，死魚のみ散乱した状況となった。   

この附近は国鉄外房線鉄橋附近で一部護岸工事中の他  

は川口まで両岸ともコンクリート護岸がをされている。  

また一路橋の上流127m附近に右岸からの排水溝がある。  

この水源は湧水であるが，一部ホテルの排水も含まれる。  

魚の死体はこの排水溝の出口より下流でみられ，当時こ  

の排水溝出口附近へは焦が集まって釆ていたという。し  

かしこの排水溝の水量は少をい。これから下流には見る  

べき排水溝は認められない。  

→結構（良さ40．45rlノ  

Fよ】2 塩【＝＝の嗜愕  

水温烏牒】査時（1977年31＝0‖14時）のものを示す（気．丘い75亡Cノ  

Ⅱ 塩田Jll流域の状況  

塩田川は太平洋岸沿いの低い丘膳に囲まれた約8平方  

加程の狭い流域を持つ川で，田の濯楓 並びに大原町の  

家庭稚排水を集めながら流Fし，太平洋に注しゝでいる。  

大原町は人口約23，000人でその大半がこの川の流域に居  

住する。この川で特に目立つ汚染源としては某ホーロー  

会社の工場があるが，排水量は少かゝ。この流れは国鉄  

外房線の鉄橋より少し上流で西からの流れ（新田川）と  

合流する。新田川は主として濯漑用の水であり，合流点  

から川下は水の流れもゆるくなり，国鉄外房線鉄橋附近  

から一路橋附近までは川幅→ぱいの流れとなる。川幅は  

広いところで40m程度である。一路橋から海への注ぎは  

長し1砂浜の中を狭く，蛇行した浅い流れとをっている。  

従って川‖は抄で埋まった形となり，一路橋下では砂洲  

が残っており，海水は川へは入りにくく，一路橋より上  

部では渦潮時でも約20cm程度の水面上昇を見るに過ぎな  
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塩出川における魚の大量死の事例につして  

しl。  

Ⅲ 死魚の病理所見および結果  

1．試  料  

浮上していた，約3万匹といわれるイナのうち体長20  

Cm前後，体重40～509前後の魚13匹を採取し，10％ホル  

マリン固定をした。   

その中から4匹を解剖し，肉眼的観察を行をい，各臓  

器の切り出しを行なった。切出した臓器はパラフィン包  

埋し，ミクロトームで薄切した後に，ヘマトキシリン・  

エオジン，過ヨウ素酸シップ，ズダンⅢの各染色を行を  

い，病理組織検査に用し1た。  

2．結  果  

1）肉眼所見   

外見上の異常は言忍められず，寄生虫，真菌等の附膚し  

ている所見も言忍められか、。また魚軋 腎，および肝の各  

臓器は暗赤色を呈する変化が言忍められた。胃には内容物  

が言忍められをい。  

2）組織所見   

肝：肝細胞の構造は正常に保たれているが，小葉内毛  

細血管網の拡張を認め，鬱血状態を示している。   

肝中心における肝静脈のうち，比較的太い血管中では  

赤血球が一部崩壊し，溶血像を示しているもの，および  

その過程にあると思われる赤血球が認められる。胆管は  

閉塞又は狭窄しており，胆汁は認められか、。   

腎：肉眼的に潰黒赤色を示し，組織像は，腎の純血管  

の拡張が言忍められる。又，尿細管上皮に浮腫を認める。   

月筆細胞の変化は無いが，細血管の拡張が認められ，鬱  

血状態を示している。   

脾：鬱血状態をホしており，赤髄月卑が比奉加勺多くを占  

めているが，脾柱，その他の構造に変化は言忍められなし、。   

エラ：肉眼的に黒赤色を呈しており，組織像では，血  

管の拡張が認められるが，エラの構造そのものは正常に  

保たれている。又，一部分に寄生虫（胞子虫類？）の存  

在が認められる。   

消化管：毛細血管の拡張を認めるが，異常所見は認め  

られない。  

Ⅳ 考  察  

塩田川流域での汚染賞の排出渡とみられるものは，某  

ホーロー株式会社大横工場の外にこれというものはない。  

市街地から家庭の稚排水を集めて流下する流れも国鉄外  

房線鉄橋上部で潅漑絹水を集めてくる流れと合流し，こ  

れから川幅も広くをり，流れも殆んどをくをって海へ注  

ぐが，魚の浮上した場所とこの合流点との間では魚類は  

正常に棲息し，異常の認められをかったことから上流か  

らの汚染は考えにくい。   

魚の浮上した3月7日は父島の東に中心を持つ高気圧  

が東西に延び広く日本の南洋上をおおい，東日本は概し  

て天気がよかった。一方2日前3月5日にはカムチャッ  

カ方面に発達した低気圧に引きずられるようを形で大陸  

寒気が本州に流れこみ，5日午前6時に富士山頂で－34  

℃という3日としては記録的を低温を示した。この日東  

京の最高気温は4．5℃であり，塩田川の→部では氷が張  

った。  

イユ1977年1巨∴＝1＋疇1慮鍼劇   

勝浦測候所の記録によると，2Hド旬から3日始めに  

かけては非常に暖かく，2月26日から3月2日までの5  

r」間の臼平均気温の平均（半句平均気温）は12．1℃，半  

句平均最高気温15．1℃，半句平均最低気温7．7℃である。  

一方3f］3日から3日7日までの半句は冷えこみが激し  

く，半句平均気温は 4．0℃，半句平均最高気温9．7℃，  

半句平均最低気温－0．2℃と鼓低気温では前半旬より約  

8℃の低下を示している。更にこの寒さの始めに10mmを  

越える雨があった。川の水温を下げる条件として寒さと 「l  

雨とが重をり，塩け＝llでは急激を水温の低Fが起ったも  

のと推定される。   

降日射二よる河川の水量増加は海水の川への逆流を防ぐ  

結集とをり，上境かし、海水は川から後退し，そこに冷たい  

川水の属すわりが起る。暖かし、海水の流人しうる水域に  

順応していた魚は急激な温度低ドに曝らされることにな  

ったと考えられる。   

3fi7日の潮（勝浦検潮所の記録）は満潮5峠40分，  

17峠53分，干潮11峠47分である。魚の浮上した12時過ぎ  

には冷川水は海へ流れている時間であり，夕刻満潮近く  

をってやっと海水が川に流人する暗まで，多くの焦が死  

」したとしゝう事実とよく符合する。   

ただこの川の中でも通常から海水の流人の及ばをいi炎  

水城川」ちこの場合での冷水域に生息し，冬を越してきた  
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魚はこの急激な温度低Fという条件に影響されることは  

な中一ったと考えられる。  

今山の魚の病理組織所見から各臓器工共通して認めら  

れるのは，毛細血管の拡張と強い血液の鬱滞だけであり，  

変性，壊死を伴をう組織破壊は全く認められをかった。  

一般に腐他毒の影響を安けた場合1〕，毒物は皮膚の一  

番弱し亘斤に作用し，魚はそれに対し反射的に粘液を出し  

て害をさけようとする反応が見られる。一方毒作用が強  

ければ，乳 ヒレが犯されているはずである。毒物が鯉，  

消化管を経て体内に取り込まれた場合，特に腎，肝に変  

性や壊死等の組織破壊像が認められる。又ある種の農薬  

による影響を受Hると脊椎骨骨折が特長的に認められる  

事が知られているが，今Lロ］の組織所見にはこれらの所見  

／－は全く認められをかった。また組織中じ細菌の存在が言忍  
められずまた炎症條のみられをいところから今回の矩死  

の原因として細菌の感染症は考えられない。  

次に疑われるのは呼吸困雉による窒息死か循環障害で  

ある。まず窒息を生じる理由として考えられるのは，（イ）  

懸濁物等の鯉への附着による場合，（ロ）鯉の上皮組織の破  

壊，い水中の酸素欠乏等であるが，鯉の附着物や組織破  

壊による窒息は組織所見から否定することが出来る。水  

中の酸素欠乏も冬季であることを考慮すると考えにくく，  

特にこの日に限っておこる理由も見当らをし㌔ 今叫の組  

織所見において毛細血管の拡張と血減の強い鬱滞が認め  

られることは，死亡した時期が「度異常低温の時にあた  

っており，急激を血流の変化による循環障害を示唆して  

いる。温度低下によるショックから血流に変化を生じ，  

循環障害を起こしたものと一世、われる。  

Robin M．OVERSTREET21がミシシッピ，河にお  

・  

一   ．二 ＿  
変化が前面におし出されているため寒？令による死亡の組  

織的所見は明確ではかゝ。同報告ではまた死㈹として温  

度順応の不適合を塩分濃度の浸透J主調節の不適合より重  

視している。今LLりの事例におし）てむ冷水域は即ち撒水域  

であり，死因としての塩分濃度の浸透庄調節の不適合は  

無視出来ないのかも知れをし㌧  

今L‖］根査に供した魚に寄生虫が一部見られたが，これ  

が今回の様に短時間の間に大量死をきたす原［月とは考え  

られをい。  

水温の急激な低ドがなぜこの川だけに起ったのであろ  

うか。寒波来襲とか雨量をどの天候条件が水温低卜に人  

きく彩饗するものであるが，更に川の流域の広さ，地形  

をど地理的条件によって川へ入ってくる水の時丹那勺経過  

量をどが更に水温低卜にかかわり合うと一巴、われる。そし  

てこれに対応し海の潮汐と川Uの様相との関係が合致し  

てこの急激を水温低下が形成されてきたものではなかろ  

うか。  

1977年2月12日大網＝貨町の堀川において似たような  

環境条件において魚の大量死が発生した。従ってこのよ  

うな事例の発生はこれらの条件を考慮するをらばある程  

度の予報も可能となるであろう。   

このような事例では報告の入るのが往々にして遅く，  

水質碩査は殆んど意味もなさない場合が多く，又死魚を  

ど検体自体も満足しうる条件では得られをいのが葦通で  

ある。しかし事例をつみ重ねてゆくことによって大量死  

事例のパターンを知ることが出来るであろう。その結果，  

このような事例への対処もまた確実に且迅速にをると思  

われる。  

Ⅴ ま   と   め   

1977年3日7日，午后，塩出川の川口附近でイナを主  

とする魚の大量死が発生した。   

この頃軋ま，水温の急激な低Fによる魚の温度順応の  

不適合と考えられる。二のようを水温の急激美低Fは，  

寒波来襲などの天候条件，川の流域の広さ，地形，川U  

の状態および潮汐との関係をど，環境条件が合致したと  

きに形成されるものと思われる。   

終りにあたり，種々の御指導賜わった千葉大学医学弧  

岩崎勇助教授に感謝放します。又資料の提供を戴いた膵  

浦測候所，谷宏成所長，菅沼達雄技官に深謝申し上げると  

共に，この度の言周査にあたり御協力戴いた千葉県公害研究  

所，矢凹庖晴技研，千葉県衛生部予防課，芝崎哲夫技師  

および勝浦保健所関係職‖各位に御礼申し上げます。  

Ⅵ 文  献   

1）新出忠雄：水確学全集第15春水質保護論，恒星社，  

厚生閣，東京，1960．   

2）Robin M．Overstreet ： ん1Estuarino  

Low－Temperature fish－killirlMississIPpy  

w圭h Restricted necropsies，Gulf Research  

Report，Vol．4，No．3，328～350，1974  

43 －   



瑠  

■■l  
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拡張×200  

5．脾静脈での溶血（矢印）と鬱血×100  

6．肺静脈での鬱血×200  

7．入館血管の拡張と血脈の鬱滞×200  

写真の説明   

1．腎臓の鬱血と溶血（矢印）×100   

2．腎尿細管の浮瞳（矢印）×200  

3．肝静脈での溶血（矢印）と毛柵血管の鬱血×100   （以上の標本は全部ヘマトキシリン・エオゾン梁色を  

4．肝毛細血管での鬱血（矢印）と′卜菓毛細血管網の 子fな一ノたものである。）  
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